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５．情報システム部門の一員として、
戦略的な企画の提案にも期待

私たち自身も認識はしているのですが、パート
ナー企業には非常に高いレベルの支援を求めてい
ます。そのため、どの企業も満点というわけにはい
きません。

しかし、サン・プラニング・システムズなら、私たち
の期待を超えるような経営層や事業部門へ戦略的
な企画を提案してくれると確信しています。

また、以前、機転の利いた判断でシステムのトラ
ブルを未然に防げたこともありました。引き続き、こ
のような機敏かつ冷静な対応に期待すると同時
に、カルビーの情報システム部門の一員として、支
援体制の強化とレベルアップに期待しています。

●サン・プラニング・システムズに対する、
今後の期待や要望があれば教えてください。

サン・プラニング・システムズへの信頼はとても
高く、ユーザ部門からの評価は満点でした。ユーザ
部門からすると、これまで自分たちの声に対して真
摯に耳を傾け、さまざまな要望を実現してくれた実
績を高く評価した結果であると考えています。

当社の基幹システムを支援してもらっていること
から、業務やシステム、文化に精通しており、すべて
を語らずともこちらの意図を理解してくれるので、
任せておけば大丈夫という安心感があります。

●プレゼンテーションの際の評価は、
どのようなものだったのでしょうか。

当然のことですが、基幹システムは情報システム
部門のものではなく、現場のためのものです。ユー
ザ部門を上手く巻き込めるかどうかは重要なポイ
ントとなります。

その点、サン・プラニング・システムズはコミュニ
ケーションの能力がとても高く、ユーザ部門と情報シ
ステム部門の橋渡し役となってくれています。特に、
今回のアドオンプログラムの整理にともなう業務に
関しては、その能力を申し分なく発揮してくれました。

加えて、常に能動的に行動している様子やレベル
の高い提案内容に対する評価も高く、長年にわたり

●サン・プラニング・システムズの対応に
関する評価をお聞かせください。

取材日時 2017年8月
カルビー株式会社

http://www.calbee.co.jp/

※記載の担当部署は、取材時の組織名です。

お忙しい中、貴重なお話をお聞かせいただき
ありがとうございました。

写真左から、吉田（弊社部長）、
小室様、田中様、柴田（弊社担当部長 ）
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スナック
菓子の国内最大手メーカ

ーとして知られるカルビー株式会社
（以下、カルビー）。同社では、10年以上
使い続けてきた旧基幹システム（SAP R/3）を
刷新し、2016年4月より「SAP Business Suite 
powered by SAP HANA」の稼働を開始。サン・プ
ラニング・システムズは、サポートベンダーの一社と
して保守運用を担っている。サン・プラニング・シス
テムズが信頼される理由について、カルビー株式
会社　執行役員　情報システム本部　本部
長　小室 滋春氏（写真左）と情報システム
本部　情報システム部　システム企
画課　課長　田中 良氏（写真

右）に話を伺った。

カルビー株式会社

「SAP Business Suite Powered by SAP 
HANAの保守運用を、サン・プランニング・
システムズに依頼しています」

外部パートナーを最大限に生かす戦略により、
カルビーの成長戦略を支える基幹システムの高
速化と安定運用を最小限のリソースで実現。

■本社所在地 ：東京都千代田区丸の内1-8-3
   丸の内トラストタワー本館22階
■設立 ：1949年4月30日
■代表者 ：代表取締役会長兼CEO　伊藤 秀二
■資本金 ：12,046百万円
■従業員数 ：（連結）4,053人
■事業内容 ：菓子・食品の製造・販売
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１．カルビー株式会社の概要

創立以来、「私たちは、自然の恵みを大切に活か
し、おいしさと楽しさを創造して、人々の健やかなく
らしに貢献します。」という企業理念のもと、品質に
こだわりを持って、ポテトチップスを代表とするじゃ
がいもを原材料とするさまざまな商品をはじめ、
「フルグラ」といったシリアル製品など新たなマー
ケットを創造するユニークな商品・サービスを提供
し続けてきました。

ビジネスチャンスを創出するための成長戦略に
おいては、「北米や韓国をはじめとする海外事業の
拡大」、「新製品開発」、「国内マーケットシェア拡
大」、「米国ペプシコ社との連携強化 」、「L&A
（Licensing & Acquisition）」、「新規事業開発」を6つ
の柱に、新たな展開を進めています。

●カルビーについてご紹介ください。

カルビーでは現在、国内のグループ会社を対象と
した物流、営業管理、需給管理などの基幹システム
として、「SAP Business Suite powered by SAP 
HANA」を利用しています。それまで10年以上にわた

２．基幹システムを全面刷新し、
処理能力の向上と保守運用コストの
削減を実現

●基幹システムの利用状況を教えてください。

●システムを全面刷新したポイントを
教えてください。

たとえばレポートの集計に45分かかっていた作
業が、数秒で処理できるようになったケースもあり
ます。さらに、全体的にさらなる処理能力の向上を
図っていきたいと考えています。

また、システム刷新に合わせて業務を徹底的に
整理して、約5,000本にまで膨らんでいたアドオンプ
ログラムを約100にまで削減しました。その結果、運
用・保守にかかるコストやリソースだけでなく、シス
テム導入にかかるコストも抑えることができました。

●基幹システムを刷新した効果は
上がっていますか。

システムやインフラの老朽化という側面もありま
すが、インメモリデータベースで稼働する「HANA」
を採用することで、「処理性能の向上」と「システム
の安定稼働」を実現したいと考えました。

加えて、システムの刷新を契機にアドオンプログ
ラムを減らし、保守運用にかかるコストや人的リ
ソースを削減するというねらいもありました。

アドオンプログラムに関しては、事業や取扱商品
が拡大し続ける中で、長期間の運用を通じて、地域
ごと、事業部ごとの要望に合わせて追加開発をして
きた結果、重複するような内容や機能も少なくあり
ませんでした。

り使い続けてきた「SAP R/3」を全面刷新して、2016
年1月より新基幹システムの稼働を開始しました。

「システム刷新に合わせて、業務の
簡素化と標準化に取り組みました」

（   ）カルビー株式会社　執行役員
情報システム本部　本部長
小室 滋春 氏

自然素材の味わいと栄養を活かした、
新鮮なおいしさが魅力の商品群。

３．「R/3」の時代から、
「HANA」への移行時・移行後も、
保守運用・開発をサポート

●サン・プラニング・システムズは、
どのような役割を担っているのでしょうか。

「SAP R/3」の導入時から、基幹システムの保守運用
やアドオンプログラムの開発などを依頼しています。

今回のシステム刷新に関しても、業務の簡素化や
標準化、アドオンプログラムの棚卸や新規開発な
ど、多面的に支援をしてもらいました。

先企業から要望を吸い上げ、さらには他のパート
ナー企業とも連携を取りながら、都度、私たち情報
システム担当者の判断を仰ぐのではなく、自らが判
断して最適なシステムの開発や改修を進めていく
能力を持っていなければ、システムの運用が成り立
たないというのが正直なところでもあります。

このような体制が他の企業でも成立するかどうか
はわかりませんが、信頼できるサポートベンダー、
すなわちパートナー企業と出会うことができれば、
現場の要望を即座に反映し、大規模なシステムでも
最小限の社内リソースでの対応が可能となり、属人
化も防ぐことができます。

当社では、限られたリソースの情報システム担当
者で基幹システムを運用しています。加えて、基幹
以外のシステムの面倒や新規開発も進めなければ
ならないので、外部の専門知識やノウハウを持った
パートナー企業の支援を受けながらシステムの開
発や保守運用を行っています。サン・プラニング・シ
ステムズも、数社あるパートナー企業の1社という
位置づけとなります。

ただし、当社の場合、単に言われたことをこなす
タイプのサポートベンダーは求めていません。誤解
を恐れずに話をすれば、情報システム部門の担当
者の絶対数が少ないので、まさにカルビーの情報
システム部の一員として、直接、ユーザ部門や取引

●なぜ、保守運用などを依頼している
のでしょうか。

４．システムの刷新にあたり、
パートナー企業を再評価

通常時は、サン・プラニング・システムズをはじめ
とした信頼できるパートナー企業と良好な関係を
築けていますので、都度、パートナー企業を選んだ
りはしていません。ただし、各パートナー企業のパ
フォーマンスをチェックして評価すると同時に、課題
や要望があれば、それをきちんと伝えて、常にレベ
ルアップを求めるようにしています。

今回の基幹システム刷新にあたっては、インフラ
からアプリケーションまでドラスティックに変わりま
すので、新システムの保守運用を見据え、情報シス
テム部門だけでなく、ユーザ部門など関係者を集
め、改めて各パートナー企業にプレゼンテーション
をしてもらいました。

●パートナー企業は、どのように選んでいる
のでしょうか。

カルビーのパートナー企業に求めるアウトソーシングの領域

「ユーザ部門からのサン・プラニング・
システムズへの評価は満点でした」

（             ）
カルビー株式会社　
情報システム本部　情報システム部　
システム企画課　課長　
田中 良氏
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（以下、カルビー）。同社では、10年以上
使い続けてきた旧基幹システム（SAP R/3）を
刷新し、2016年4月より「SAP Business Suite 
powered by SAP HANA」の稼働を開始。サン・プ
ラニング・システムズは、サポートベンダーの一社と
して保守運用を担っている。サン・プラニング・シス
テムズが信頼される理由について、カルビー株式
会社　執行役員　情報システム本部　本部
長　小室 滋春氏（写真左）と情報システム
本部　情報システム部　システム企
画課　課長　田中 良氏（写真

右）に話を伺った。

カルビー株式会社

「SAP Business Suite Powered by SAP 
HANAの保守運用を、サン・プランニング・
システムズに依頼しています」

外部パートナーを最大限に生かす戦略により、
カルビーの成長戦略を支える基幹システムの高
速化と安定運用を最小限のリソースで実現。

■本社所在地 ：東京都千代田区丸の内1-8-3
   丸の内トラストタワー本館22階
■設立 ：1949年4月30日
■代表者 ：代表取締役会長兼CEO　伊藤 秀二
■資本金 ：12,046百万円
■従業員数 ：（連結）4,053人
■事業内容 ：菓子・食品の製造・販売


